
　【別紙１】を参考に「施設機能診断調査」の結果を策定実習受講前に整理し、持参お願いします。

　（５） 従来版の最適整備構想（策定している場合のみ）

　 ○従来版（40年間）の最適整備構想を策定していない方

　 ○汚水処理施設数の少ない方

２．参加希望者多数の場合の対応

　　参加希望者が多数の場合、以下の条件に該当する方を優先します。

　　そのため、受講者の決定は令和3年10月1日(金)までに連絡させてもらいます。

　（優先条件）

　 ○市町村

　※（１）～（５）の資料はパソコンのハードディスクに保存して来ることも可。但し、受講中にセンターでプリ
ントアウトは出来ません。

（最適整備構想（施設監視５年計画）様式のエクセルファイルが策定実習前にダウンロードされており、そ
の様式が動作すること。また、様式は前頁の２．その他（４）に記載したホームページアドレスよりダウン
ロードしください。）

　目視調査など簡易な手法を用いて調査を実施した場合も、可能な限り健全度（S-○）評価を決定してく
ださい（空欄の場合は、当日設定していただくことになります）。

　【別紙２】が既に整理されている場合は持参お願いします。ない場合は、この内容を整理できる資料を
持参お願いします。

　【別紙３】を参考に、機能保全コストを決めておくことが必要です。
下記のいずれかの方法で、(1)の資料で集約した施設について、健全度評価ごとに機能保全コスト（工事
単価）を設定してください。
　機能保全コスト（工事単価）が未設定の場合は、仮設定の単価で実習を進めていただくことになります。

策定実習受講に当たっての注意点

　策定実習受講に当たっては以下の注意点があります。参加申込前に、お読みください。

１．受講者に準備してもらう資料

　（１） 施設の機能診断結果を集約したもの 

　（２） 農業集落排水施設の機能保全等計画概要

　（３）各処理区（処理施設）の処理方式（JARUS-○型など）が分かる資料

　（６） ノートパソコン、パソコン用ACアダプター

　（４） 機能保全対策コスト

機能保全対策コスト（千円）の採用については、計画主体（市町村）において以下の対応が考えられる。

いずれの方法をとる場合において、計画主体の判断で採用根拠を明確に整理しておくこととする。

１）市町村が独自にとりまとめている単価に基づき採用する。

２）当該県（または、近隣の他県）が公表している単価に基づき採用する。

３）計画策定年度に専門業者等に依頼した見積単価に基づき採用する。

４）過年度に行った見積単価を精査（支出済換算係数※）を乗じて計画策定年度の単価に補正）した上で採用する。

５）当該年度に工事実施中の他地区の単価を適用し、採用する。

６）過年度に工事実施した他地区の単価を精査（支出済換算係数※）を乗じて計画策定年度の単価に補正）した上

で採用する。

７）維持管理業者等に聞取り調査した単価を採用する。

８）平成・令和○○年度○○に基づき聞き取った単価を採用する。

９）Ａ地区の○年度単価の例を採用する。

10）○年から○年の機能強化実施地区平均値の単価を採用する。

11）平成・令和○○年度 資材価格調査表（市販）の価格について施設規模を勘案し補正した単価を採用する。

※）支出済換算係数は、「土地改良事業の費用対効果分析に必要な諸係数について」（農林水産省農村振興

局企画部長通知）により毎年度通知される。



（１）施設機能診断調査の結果整理

【別紙１】を参考に整理

以下の情報整理を行う。

（２）汚水処理の概要、集排施設の概要の整理

【別紙２】を参考に整理

（３）処理方式についての情報整理

（４）機能保全コストの準備

【別紙３】を参考に整理　　　※

最適整備構想（簡易版）の策定　作業

　実習内容はカリキュラム参照

最適整備構想（簡易版）完成 又は 策定手順の習得

（完成までの道筋が見える状態）
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機能診断 「機能診断業務」 又は　「簡易な手法による調査」

最適整備構想（従来版）
が既に策定されている場合

策定実習受講に当たっての準備（フロー図）

※機能保全コスト（工事単価）が未設定の場合、実習当日は仮設定の単価で実習を進めていただく
　ことになります。そのため、実習においては策定手順の習得までとなり、後日改めて機能保全コスト
　を自身で設定していただくことになります。



【別紙１】

地区 施設分類 施設仕様 数量 単位 調査結果 変状 劣化要因

VU200 240.56 ｍ S-4

VU150 427.99 ｍ S-4

VU150 924.62 ｍ S-5

VU200 579.94 ｍ S-5

RC1号 53 基 S-5

RC1号 18 基 S-4

RC1号 2 基 S-5

T-20 2 個 S-5

№1(MH1)中継ポンプ№1 1 基 S-5

№1(MH1)中継ポンプ№2 1 基 S-5

№2(MH11)中継ポンプ№1 1 基 S-5

№2(MH11)中継ポンプ№2 1 基 S-5

№1(MH1)中継ポンプ制御盤 1 面 S-2

№2(MH11)中継ポンプ制御盤 1 面 S-2

前処理施設スクリーン水路 2.8 ㎡ S-5

前処理施設ばっ気沈砂槽 16.6 ㎡ S-5

原水ポンプ槽 48.5 ㎡ S-3

流量調整槽 155.8 ㎡ S-3

嫌気性ろ床槽(第1室) 157.1 ㎡ S-3

嫌気性ろ床槽(第2室) 157.1 ㎡ S-3

・・・

前処理施設スクリーン水路 2.8 ㎡ S-5

前処理施設ばっ気沈砂槽 16.6 ㎡ S-5

原水ポンプ槽 48.5 ㎡ S-5

流量調整槽 155.8 ㎡ S-5

嫌気性ろ床槽(第1室) 157.1 ㎡ S-5

嫌気性ろ床槽(第2室) 157.1 ㎡ S-5

原水ポンプ Ａ 1 基 S-4

原水ポンプ Ｂ 1 基 S-4

流量調整ポンプ Ａ 1 基 S-3

流量調整ポンプ Ｂ 1 基 S-4

水中撹拌ポンプ Ａ 1 基 S-3

水中撹拌ポンプ Ｂ 1 基 S-4

自動微細目スクリーン Ａ 1 基 S-4

自動微細目スクリーン Ｂ 1 基 S-4

し渣脱水機 1 基 S-3

汚水計量槽 1 基 S-4

嫌気性ろ床槽接触材(第1室) 1 基 S-4

嫌気性ろ床槽接触材(第2室) 1 基 S-4

嫌気性ろ床槽撹拌装置(第1室) 1 基 S-4

・・・

動力制御盤 1 面 S-3

計装盤 1 面 S-3

現場操作盤LP-1 1 面 S-3

現場操作盤LP-2 1 面 S-3

高圧受電盤 1 面 S-3

室内照明（蛍光灯） 1 式 S-4

汚水処理施設
(機械・電気設備)
電気設備

表-1  施設機能診断調査の対象施設

○○○
地区

管路施設
(管路施設)
自然流下式

管路施設
(管路施設)　圧力式

管路施設
(中継ポンプ施設)
機械設備

管路施設
(中継ポンプ施設)電気設備

汚水処理施設
(鉄筋コンクリート構造物)
鉄筋コンクリート

汚水処理施設
(鉄筋コンクリート構造物)
表面被覆



【別紙２】

農業集落排水施設の機能保全等計画概要 （平成/令和○年○月作成）

○○県○○町 ○○ 人 ○○ 人 ○ % ○○ 人 ○○ 人 ○ %

Ａ地区 ○○ 人 ○○ 人 ○○ 人

Ｂ地区 ○○ 人 ○○ 人 ○○ 人

Ｃ地区 ○○ 人 ○○ 人 ○○ 人

Ｄ地区 ○○ 人 ○○ 人 ○○ 人

Ｅ地区 ○○ 人 ○○ 人 ○○ 人

○○○ 人

地区名

【　記　載　例　】

○○処理区 建設中 未定

合　　計

１．汚水処理の概要（農業集落排水施設以外も含む）

２．農業集落排水施設の概要

○○処理区 Ｈ○年○月 －

○○処理区 Ｈ○年○月 －

○○処理区 Ｈ○年○月 Ｈ○年度

○○処理区 Ｈ○年○月 R○年度予定

汚水処理人口 普及率

地区名 処理区名 供用開始
計画人口

（H○年度）
現在供用人口

（Ｈ/R○年度）

将来計画人口
（Ｈ/R○年

度）
機能診断

都道府県名
市町村名

現況（Ｈ/R○年度） 将来（Ｈ/R○年度）

行政人口 汚水処理人口 普及率 行政人口

３．農業集落排水施設の機能保全対策・再編計画の概要

最適整備構想
再編計画

処理区名 対策時期及び内容 対策費用

（２）施設再編を計画しない理由（再編予定のない農業集落排水施設がある場合）

添付資料

４．農業集落排水施設の再編に関する事項

（１）施設再編による維持管理費の削減目標（再編予定の農業集落排水施設がある場合）

省 略

省 略



【別紙３】機能保全対策コスト（例）
管路施設　実施シナリオ （円/m）

健全度 健全度 健全度
S-3 S-2 S-1

VU150 管更生工法 布設替え
平均掘削深○m 50,000 100,000
VU200 管更生工法 布設替え
平均掘削深○m 60,000 120,000

マンホール躯体　実施シナリオ （円/箇所）
健全度 健全度 健全度

S-3 S-2 S-1
止水工法 布設替え

200,000 400,000
止水工法 布設替え

200,000 1,200,000
マンホール蓋　実施シナリオ （円/m）

健全度 健全度 健全度
S-3 S-2 S-1

布設替え
150,000

布設替え
160,000

布設替え
600,000

布設替え
700,000

水槽部（鉄筋コンクリート）　実施シナリオ （円/m2）
健全度 健全度 健全度

S-3 S-2 S-1
5mm 10mm 15mm

28,000 32,000 44,000

1種 2種 3種
水槽部 24,000 29,000 37,000

機械電気設備　実施シナリオ （円/式）
健全度 健全度 健全度

S-3 S-2 S-1
分解整備

500,000
分解整備

1,000,000
分解整備

1,000,000
更新

見積価格

種別
防食施工

引込開閉器盤
動力制御盤

水槽部

種別

はつり・断面補修

種別

1号
平均深さ○m

2号
平均深さ○m

種別

1号T-14

1号T-25

2号T-14

2号T-25

その他機械設備

ばっ気撹拌装置

種別

マンホール
躯体

マンホール
蓋

管路

機械電気

ばっ気ブロワ

管径
(mm)


